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●設計概要 

 

敷地は、旧四日市工業高等学校跡地の一角で、街区内には、都市公園を介して地場産業振興セン
ター、アムスクエア(現ララスクエア)などがあり、それらとの調和を図る必要があった。そこで、
形態的には都市公園を介してオープンなアトリウムで呼応しあう関係を生み出し、色調的にはアム
スクエアのグレイッシュピンクと補色関係にあり、色の映える淡緑青色を基調としている。 
外観デザインとしては、博物館とプラネタリウムという複合した機能を持つ建物の性格上、「過
去」(歴史)、「現在」、「未来」(宇宙)の調和をテーマとしている。そのことは、基壇部において花
崗岩のジェットバーナー仕上げで歴史の積層をイメージし、胴部において割肌タイルにより工業化
が進んだ現代だからこそ逆に求められる手造り的なあたたかさ、やさしさを表現し、頂部において
ステンレスの球体を一部露出させ、未来的、宇宙的なイメージを喚起して、それらの三層構成によ
る対比と調和を図っている。また、都市公園に面する東側はボリュームの大きさからくる威圧感を
低減するために、面を分節化し、水平線を強調したガラスのカーテンウォール、地上の緑が階段状
に延長した濃緑色の石貼部、太陽光線をイメージした黄色の垂直線、コンビナートのメタファーと
しての金属のパイプや球体により、リズミカルで変化のある構成としている。 
内部機能構成としては、地下部分に収蔵部門、1階にエントランス、２～４階に博物館部門、５、

６階にプラネタリウム部門を収め、地上部分に５層吹抜のアトリウムを設けることにより積層化し
た施設の空間的な一体感を生み出す計画としている。また、都市公園に対してオープンな構成とし、
それを借景として利用することで空間的な広がりを持たせている。 

(石本建築事務所) 
 
 

 

Ⅳ 利用案内 

  
●博物館を彩る施設（無料利用できる部分） 

 

□エントランスホール（１階） 

 入口を入ると５階まで吹き抜けているアトリウムとシ

ースルーエレベータが目を引きます。ここは誰でも入れる

自由空間。待ち合わせに最適な場所です。 

 

□情報コーナー（１階） 

 ４台のモニターで、四季にわたり四日市各地に伝わる伝

承行事を入館者が自由に見ることができます。また、歴

史・自然・美術工芸などの書籍も自由に閲覧できます。 

 

□ミュージアムショップ（１階） 

 来館の思い出となる記念品や、市・博物館が刊行する図

録等の書籍を販売。鉱物や化石、星座グッズなども取りそ

ろえています。 

 

□陶壁（２階ロビー） 

 四日市市の歴史、美術資料の展示効果と現代建築にお

ける陶の材質美との調和を図るため、通路を歩く人の動き

とともに画面が変化する一種のだまし絵的効果を意図し

た。（高さ 2.5ｍ 幅 5.0ｍ） 

Ａ面：歌川広重作 東海道五十三次「四日市の図」 

Ｂ面：歌川國貞作 末広五十三次「蜃気楼の図」 

これらを四日市萬古焼の伝統技法により焼成。 

制作：萬古環境造形体 

 

□常設展示室（２階・３階） 

 




